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○宮城県気仙沼市 
 
宮城県気仙沼市のＥＳＤ 
宮城県気仙沼市教育委員会 
 
１ 気仙沼市のＥＳＤの背景 
１）気仙沼ＥＳＤの始まり 
（１） 市民レベルの活動からの広がり 
① 「森は海の恋人」運動   
海の水質が養殖に適した状態に保たれているのは、湾に注ぐ森や山の状態が恵ま
れていることに着目した牡蠣養殖業の畠山重篤氏が、森の状態を保つために植林を始
め、気仙沼市の多くの子供たちが、畠山氏の取組を学んだ。 
海を森や川から考えるという発想は、気仙沼市の教育全体にも大きな影響を与え、
川の水質や水棲生物を対象とした探究型の学習へとつながった。 
    ② 「気仙沼スローフード」都市宣言（平成１５年）   
  「リアスの海と緑の山々に育まれた食文化を次の世代に」を合い言葉に、地域のか
けがえのない財産である風土と食文化を守り、次の世代に伝えていくこと、そして
多様性を認めあう心豊かな人間性を育み、自然と調和する住みよいまちにしていく
ことを願い、気仙沼「スローフード都市宣言」が行われた。 
この取組を中心的に担っているのが「スローフード気仙沼」理事長の菅原昭彦氏
である。菅原氏は、気仙沼の持続発展を願い「スローフード」都市を提案し、市民団
体、産業団体、学識経験者、公募による市民委員で構成する「気仙沼市スローフード
都市宣言起草委員会」を組織し、「気仙沼スローフード」都市宣言へとつなげた。 
  「スローフード気仙沼」は、学校のＥＳＤ「食教育」の充実に貢献し、「プチシェ
フコンテスト in気仙沼」（審査委員長三國清美シェフ）なども開催している。 
  （２）面瀬小学校の環境教育・国際交流から宮城教育大学との連携へ 
国際交流や環境学習に取り組んでいた面瀬小学校が、平成１４年に米国のフルブラ
イトメモリアル基金マスターティーチャープログラムに選抜され、国際共同環境学習
を開始した。 
このことをきっかけに、気仙沼市教育委員会では、宮城教育大学などの専門機関と
の連携を進め、ＥＳＤを教育の中核に置き、学校の特色に合わせた地域課題の解決に
向けた探究的な学習を推進することとした。 
  （３）学校教育を中心とした「気仙沼ＥＳＤ」へ 
宮城教育大学との連携が進み、気仙沼市内の各学校では、地域の特色にあった探究
型の教育プログラムを実践するようになった。平成２０年には、国連大学が認定する
ＥＳＤ／ＲＣＥ仙台広域圏の一都市となった。さらに、市内の全ての小・中学校と２
つの幼稚園、１つの高等学校が、ユネスコスクールとしての市内の１５校が加盟を承
認された。その後の１０年以上にわたる取組みにより、主に５つの分野について、環
境や産業と人々の工夫や努力を関連づけて探究したり、伝統文化の継承や国際理解、
防災・減災などの学びを進めたりするなど、多様な学びが展開されるようになった。 
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２ 市の教育基盤としてのＥＳＤ  
気仙沼市では，ＥＳＤを教育の中核に置き、学校教育を中心として持続可能な社会づくり
の担い手となるべき力を育てることとした。 
学校教育でのＥＳＤ推進には、その学びを支える多様な関係機関の協力が必要であり、教
育委員会と市長部局の行政機関、産業関係団体、市民団体など様々な機関との連携を図る
ようになった。 
その推進を担う組織として「気仙沼Ｅ
ＳＤ／ＲＣＥ推進委員会」を組織した。 
図１は、「気仙沼ＥＳＤ／ＲＣＥ」体制
を示したものである。学校教育を中心と
した縦のつながりと横のつながりに加
え、地域や行政、社会教育との側面的な
つながりをもった体制を構築している。 
 
３ 市の施策へのＥＳＤの位置付け 
１）震災復興計画とＥＳＤ 
東日本大震災が発生し、気仙沼市は沿岸部を中心に壊滅的な被害を受けた。この大災害か
らの復興を目指し、震災復興計画を策定した。キャッチフレーズは、「海と生きる」である。 
この復興計画の中に、教育の推進においてＥＳＤを位置付け、「・・・震災の経験を乗り越
えて気仙沼らしい教育を継承するため、「持続可能な社会の構築」を理念とするＥＳＤ（持続
的発展教育）の一層の推進を図ります。・・・」とした。 
 
２）気仙沼市総合計画（第２次）へのＥＳＤの位置付け 
 平成２９度に気仙沼市総合計画（第２次）が策定された。第１次計画が策定されたのは震
災前であり、その後に修正が加えられ、計画期間の１０年が終了し、今回の策定となった。 
今回の総合計画は、今後１０年の計画となる。その計画の教育分野において、「人間力・挑
戦する心・地球愛を育むまち」を目指し、教育環境を整え、子どもの生きる力を育む施策を
進めることとし、「地域の特色を生かしたＥＳＤの推進」を４つの柱の一つとして位置付けた。 
 
４ 具体的な展開 
１）気仙沼ＥＳＤの領域と関連団体 
地域の特色に応じた多様な学びを支え
る重要な要素は、地域の理解と協力、そし
て、専門的な機関との連携であると考え、
学校教育を中心に進めるＥＳＤの支援す
る体制の構築を進めた。 
図２は、気仙沼ＥＳＤの推進体制を表
したものである。気仙沼ＥＳＤは、それぞ
れの分野において、地域の教育力を生か
した取組が進み、海洋教育については東
図１ 気仙沼 ESD/RCE 体制の組織関係図 
図２ 気仙沼 ESD の分野と主な事業 
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京大学、防災教育については東北大学など、各大学等専門的な機関との連携も進んでいる。 
 
２）「気仙沼ＥＳＤ円卓会議」の開催 
ＥＳＤ推進において重要な役割を果たしてき
た会議が「気仙沼ＥＳＤ／ＲＣＥ円卓会議」（以
下、円卓会議）である。この円卓会議の特徴は、
その会議の参加メンバーの多様性である。学校教
育関係者のほか、宮城教育大学などの研究機関、
社会教育関連や地域づくり、震災復興企画など行
政の諸部局、地域の企業やＮＰＯ法人、報道機関
などが参加している。このことが、気仙沼ＥＳＤ
の多様性と地域連携を表している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
写真１ 気仙沼ＥＳＤ／ＲＣＥ円卓会議の様子 
